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1　 は じめに

（1） 問題の 設定

　 20世紀半 ば に中華人民共和国の勢力下で 変革が行われ る まで の チベ ッ トは 「政教合
一

」

の 体制で あ り、 そこ に お い て ダライラマ は政教二 元の 長の 役割を担っ た者 とされ る 。 しか し

チ ベ ッ ト近代史、中で も今回取 り上 げようとして い る 13世代の 研究にお い て 、宗教面の 事

績は あ ま り注 目されて こ なか っ た 。 13 世を と りあげた研究 の 多 くが 、軍事や教育 な どの 近

代化の 試 み とその 不成功を強調 して い る （Goldstein　1989；Tshe 　ring 　1992）。

一
方で 13 世を

歴代 ダライ ラマ の 中で 5世 と並び偉大な人物だ とす る見方 もあ る （Dondup 　1986）。
こ の よ

うな
一
見矛盾する評価が あるの はなぜか 。 それに はダライ ラマ の 政治上の 役割の みに注 目し

て い る こ とが、理 由の
一

つ として あるの で は ない か と考 えられ る 。 そ こで本論文に お い て

は、13世の 宗教面で の業績か ら 13世の 治世の 特徴 を考 えて み た い 。

　 13世がチベ ッ トの 舵取 りを した 時代、そ の 周囲の 中国やイ ン ドにお い て は近代化が進 め

られ つ つ あ っ た 。 西欧列強の領土 ・経済的野心 に飲み込 まれない た め の 自衛策 と して、それ

は切実な必要性 と必 然性に後押 しされ行わ れ て い た 。 両国に はさ まれたチ ベ ッ トで も 、 約 2

世紀ぶ りに領内か ら中国勢力 を排除 し事実上 の 「独立 」 を達成す るこ とで 国民国家成立の 契

機 が準備 され、また イ ン ドとの 境界近 くに設け られ た交易市場等を通じて資本主義経済 と通

じ、 さ らに は 13世 に よっ て 軍事や産業 、 教育 をは じめ とする多分野で の 改革が行われ て い

た。 その 多 くは成果を見なか っ たが 、 これ らはチ ベ ッ トを近代化 させ るこ とを目的 に行われ

た もの とい え る。

　チ ベ ッ トの近代 をい つ か らい つ まで とす るか 、 多くが納得 しうる定説は チベ ッ ト史研究 に

おい て まだ示 されて い ない の で は ない か。本論文にお ける 13世代 の 分析は 、その 時代 を画

するた めの
一

つ の 試 みで ある。イン ドと中国 とい う大国の はざ まに おい て世界史上の近代 と

い わ ば間接的に接 しなが ら、それ以前 とは明らか に異な る時代を迎えた ア ジアの
一

地域の 様

相を実例 と して 提供 す る と同時に、チベ ッ トにお ける近代化論 の 準備が で きれぼ と思 う。

　今 回主 に利用 した史料 は、ダライ ラマ 13世著作集の 中の 13世の伝記、「ナ ム タル （rnam

thar）」 （DL13 ）で あ る 。 13世没後 まもな く、 13世の 師僧の 転生者に あた る プル チ ョ
ー ・

トゥ プテ ン チャ ン パ ツ ー
テ ィ ム テ ン ジ ン （Phur　lcog　Thub 　bstan　byams 　pa　tShul　khrims　bstan

’dZin
，
1902−？）に よ り書か れ 、 7 巻の 著作集中、 2 巻を占め る 。 著作集に は その ほか各地で

の説法 、 布告 、 手紙な どが含 まれ る 。
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（2） 13 世 の亡命 とその影響　仏教振興の決意

　 13世は 1904 年か ら 1912 年まで の 約 8 年半、チ ベ ッ トを離れ 亡命生 活を送 っ た
。 そ の 原

因 は
、 中央ア ジ アで の 覇権に お い て ロ シ ア に 遅れ を とるま い とす るイギ リス

、 そ してイ ギリ

ス の そ うした動きに触発され チベ ッ トに対す る宗主権の 再強化を図 る清朝が軍事的な圧力 を

か けて きたためで 、 13世は難を避 けてモ ン ゴ ル と中国 、 またイ ン ドへ 向か っ た 。

　こ の 経験 は 13 世の 後半生 に大 きな影響を与 え るが 、 その ひ とつ が 13 世に改め て仏教振興

へ の 決意 を固 め させ たこ とだ っ た 。亡 命先で の 見聞か ら 13 世 は チベ ッ ト以外 の 地で 仏教が

衰退して い る こ とを知 り、仏教 を復興 し守 っ て い か ねばな らない とい う使命感 を強 くしたの

で ある （Tada 　1965
，
64）。

　イン ドか ら戻 っ て まもな くの 1913年 1 月 8 日、13世 はチペ ッ トの 人 々 に 向けて 5 か 条

の布告を発する
ω

。 そ の 第 1条に 次の よ うに ある。

（引用 1）

こ の 世界にお い て あ らゆ る場所に 利楽が 生 じ るもとは 、こ の 貴重な仏の 教 えが物心 の 供

養 を受けて 長 く存続す るこ とに よ っ て い るの で 、 〔これ を護持す る こ とが必要で ある。

その ため に は〕ラサの トゥ ル ナ ン （
’Phrul　snang ）、 ギャ タ ラモ チ ェ （rGyas 　btab　Ra　mo

che ）、タ ン ドゥ ク （Khra
’brug）、サム イ ェ

ー （bSam　yas）などの 聖地、三大寺な ど様々

な宗派の 全サ ン ガへ 布施 し、〔それ らの 〕維持に努めなければならない （2）
。

仏教振興 へ の 13 世 の 決意を、こ の条項に見るこ とが で きる 。

2　ダライラマ 13 世の宗教政策

（1）内容

　 13 世 が と っ た 仏教振興策 を、内容か ら見て大 き く 3 つ に分 ける こ とが で きる 。 便宜 的に

名称 をつ ける と、経済的 ・学問的支援、僧院にお ける規律 の維持向上、仏教的伝統の維持で

あ る 。

　 まず、経済的 ・学問的支援の うち の 経済的支援 とは 、 法要や 日々 の 勤行で 僧侶 たちに提供

され る飲食物 、 布施金 を負担す る とい うもの で ある。 13 世 は チ ベ ッ ト暦 1 月 と 2 月に それ

ぞれ行わ れ る法要の モ ン ラム チ ェ ン モ （smon 　lam　chen 　mo ）や ツ ォ ン チ ュ
ー

（tshogs　mchod ）

に飲食物を提供 し 、 夏安居や秋 の特別 な法要な どに も資金 を出 して い た （Shakabpa　1986，

318）。 学 問的支援 として は 、 仏教学位授与 の 適正化 と顕彰を行 っ た 。 それ ま で ゲシ ェ
ー
位

授与 にお い て試験の過程で しば しば不正が起 きて い たが 、13世 はゲシ ェ
ー位 の 既取得 者た

ちを調べ 、その うち の
一
部が十分な学識を備えて い な い こ とをっ きとめ る とともに 関係者

を処罰 した 。三大寺の 新任の 学堂長や 、 ゲシ ェ
ー

の 中で も最高位の ララ ム パ （1ha　rams 　pa）、

ツ ォ ク ラ ム パ （tshogs   閃）らに も讖 を行い 、順位に応 じて 鎖 した （Dung　dkar　1997，
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219）。 その様子の
一部がナ ム タル に次の ように記録 されて い る 。

（引用 2）

モ ン ラム チ ェ ン モ やツ ォ ン チ ュ
ーにおい て 、三大寺 をめ ぐり教義問答を行 う 〔学習課程

を経て〕主張命題を述べ る者 〔＝問答試験の受験者〕た ちに、〔ラ ラム パ 、ツ ォ ク ラム

パ な どの 〕ラプジ ャ ム パ （rab
’
byams　pa）の諸称号を どう与 えるか に つ い て は、それぞ

れの 学習 〔成果〕の よ しあ しをはか っ て正 し く行われ るべ きこ とが、各寺院の寺規に記

されて い る 。 しか しこの 頃 、 理論や経典 〔理解〕の程度に基づ かず 、 好 き嫌い に応 じて

与 えが ちで あるな ど、規律弛緩の 悪習が 生 じ て い る 。 よ っ て 、 今後そ の よ うな こ とを禁

じ る 、 とい う最終的 な決定を 〔ダライラ マ 法王 は 〕適切か つ 厳 しく下され た。その 上で

甲子 〔1924〕年の モ ン ラム 〔で選ばれた〕ララ ム パ らを 、 法王 ご自身の お られ る と こ ろ

に近 い御前 に 呼んで 、五種の 経典 に優れ習熟 した問答 の 立 会人を 同席 させ 、 順に問答の

試験をな さっ た ところ、習熟の度合い の低 い 者が 数名 〔お り、彼 らは〕 うま く答え る こ

とがで きなか っ た 。 それで 、 〔そうした状況が〕主に は大寺院の汚名 〔とな り、また〕、

勉学を次第に衰えさせ る こ とにな る と懸念 なさ り、〔答 え られなか っ た者の 〕ラ ラム パ

〔の 称号〕を剥奪 し、称号を与 えた寺院の 師僧をしか るべ く処罰 した 。 そ して 、 今後 〔ラ

ラ ム パ な どの 称号を〕与える方法 ・次第を規則に違反す る こ とな く確実に行 うように、

とい う命令をお伝え にな っ た  
。

また、薬学 と暦学 を研究す るメ ン ツ ィ
ーカ ン （sman 　rtsis  ang ）を作 っ た の も、学問支援の

一
環 と考えられ る 。

　 13世 は僧院にお ける規律の維持向上 に も心を用 い た 。 当時 の僧侶 らの 生活や行動の 乱れ

は、シ ッ キム 政務官 チャ
ール ズ ・ベ ル 、河 口 慧海 な どに よ っ て も報告され て い る （Bell　1946，

199，
20（レ01；河口 1978

，
68−69）。 そ うした状況に対 し 13世は 、 た とえば 1924年 に 三 大寺

に対 して示 した訓戒 に おい て 次の ように述べ て い る。

（引用 3）

近頃、三大寺 内で 公私の 別 な く植物や花を栽培した り、馬や ラ バ 、ディ や ゾ、犬猫 を飼

育 した り、 清掃が行 き届 い て い な い など、規律の 乱れが高じて い る｛4）。

13 世 は こ の ように具体的状況を挙げる と同時に 、 規律担 当者を呼びつ けて厳重注意 を言 い

わた した 。

　 13世 が特 に力 を入れ た こ と の 3 つ 目に 仏教的伝統の 維持が 挙げられ る 。 中で も寺院修

復 と経典 開版 に は特別 多 くの精力 と資材が 注が れた。寺院建造物 の維持修復 は代 々 の為政

者が行 っ て きた こ との
一

つ で あるが 、 13世 もラモ チ ェ は じめ各地の 寺院の 修復作業をか な

り頻繁 に実施 した。ナム タル に は ポ タラ宮や トゥ ル ナン修復の 詳細 に つ い て の 記事 （DLI3 ，

217b
，
231a な ど〉、あ る い は官僚 を トッ プに各種職人を含 む修復チーム が結成 され現地 に向

けて 出発 した、 と い っ た記事が しば しば見 られ る （DL13 ，
195b4な ど）。ま た 13世は諸宗

派の 稀覯経典の 開版お よび古い 版木の修復再生 に も熱心 に取 り組んだ（5）
。 中で も特筆すべ
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きは、カ ン ギュ ル （bka” gyur）を新たに板行 した こ とで ある 。 13世は その事業に私費を投

じ、また膨大な経典 1枚 1 枚に 目を通して間違い を正 した （Bell　1946，294−95；Tada　1965，

65−67）。 ポタラ宮の ふ もとに版木保管庫 を設け 、 その完成時 に盛大 な式典 も行っ た 。 こ の 経

典は完成後、厂ラサ版カ ン ギュ ル 」 と呼ばれ るこ とになるが 、それ につ い て ナム タル が 次の

ように記す 。

（引用 4）

〔ダライラ マ 法王 は〕仏菩薩た ち が加持した おか げと、観音で あ りなが らえん じ色 の衣

で 現れ る者 〔＝ ダライ ラマ 〕の 発心の 及ぶ範囲が広大 で あ り施 しを惜 しま な い おか げ、

事業 〔ニカ ン ギ ュ ル 開版〕全過程の 方便の 巧みな行 い 、よい 思 し召 しに よ り、事業 を鼓

舞し 、 完全な る多数の 支分 が集まっ た こ とに よ り、15年ほ どの 間に全有情の
一

時的お よ

び究極的利楽の 正 しい 根本で あ る福分を無比にたや す く完成 なさっ た  
。

（2）背景 と意味

　まず経済的 ・学問的支援 につ い て 述 べ る と 、 為政者が僧院 に 対 し経済的支援 を行 うの は 、

チ ベ ッ トに 仏教が本格的に導入され た 8世紀に さかの ぼ る慣行で あ る。チベ ッ ト初の 出家者

が誕生 した 時、吐蕃王国の テ ィ ソ ン デ ツ ェ ン王 （Khri　srong 　lde　btsan）が 、 それ ら出家者の

納税 と兵役 の 免除、お よび彼 らの 生活費を 国庫か ら負担する こ とを決 めた （Dung 　dkar　1997，

510， 513− 16）。学問分野へ の 支援に つ い て は 、 学僧 の修道秩序 を正 し、彼 らの 意識お よび学

聞水準の 向上 に役立て よ うと した もの と考え られ る。こ れ ら経済的支援 と学問分野 へ の 支援

は 、13世が 吐蕃王 以来の 伝統に沿 っ て 政教二 元の 長の 役割 を果た した もの とい える。

　僧院の規律 を引き締 めるための 13世の 厳 しい 姿勢は、同時代を生 きた複数の チ ベ ッ ト人

の 証言か ら判断するに 、 確か に成果を収 めたよ うで ある（7）が 、僧院に お い て は規律が存在意

義に関わ るとい う点で と りわ け重要で ある と考え られ る 。
つ まりサ ン ガ は戒律を守 るこ とに

よっ て 清浄 に保 たれ 、 そ こ か ら超俗性が 生まれ福田 とな りうる 。 それ に よ っ て人々 の 供養を

受ける こ とが で きる （石井 1975，第 1章）。 もし清浄で な くなれば、超俗性 とともに福田 と

して の機能が失われ供養 も失い 存続 で きない、とい うこ とで ある。 先に挙げた 5 か条宣言に

あ るよ うに、仏教を護持しよ うとす るならばそれを担 うサ ン ガ を正 しく維持す る こ とが必要

だ と 13世 は認識 して い た の で あ り、その た めに サン ガ成員の 持戒、規律維持が 欠かせ ない

とい う認識を持 っ て い た もの と考 えられ る。それはサン ガ を本来あるべ き姿に戻そ うとす る

も の と理解 す る こ とが で きる 。

　 13世に よ り修復された寺は、Shakabpa （1986 ，
318）に 20 余か所が挙げられて い る 。 こ

れ らはその ほ とん どが 祖孫三法王 、すなわ ちソ ン ツ ェ ン ガ ン ポ （Srong　btsan　sgam 　po）、 テ ィ

ソ ン デツ ェ ン
、 テ ィ レ ル パ チ ェ ン （Khri　ra1　pa　can ）に ゆか りの ある場所で あ る 。 20 余の う

ちの 一部 は引用 1 に挙 げられ て い る もの と同じで 、 ト ゥ ル ナ ン は ソ ン ツ ェ ン ガ ン ポの 菩提

寺で あ り
 

、 ギャ タラ モ チ ェ は唐か ら輿入れ した同王 妃の 文成公 主が 、 また タ ン ドゥ クを含

む鎮肢四寺院 と再鎮肢四寺院（9）
は ソ ン ツ ェ ン ガ ン ポが 建立 した もの で ある 。 チ ペ ッ ト初の 僧
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院サム イ ェ
ーは、テ ィ ソ ンデ ツ ェ ン が建て た 。 ダ ライ ラマ 5 世 （rGyal 　dbang　lnga　pa　Ngag

dbang　blo　bzang　rgya 　mtsho
，
1617− 1682）は生前ソ ン ツ ェ ンガ ン ポ王 に ちなん だ行動を と り、

同王 が 実現 した とされ る政治理念 、 すなわち仏教 と政治の 「二 規を通 じて 教え と有情の 利益

をは か 」 り、

「
仏法 と王法を ともに行 う」 こ とを実践す るこ とに よ り支配権 を強化 した とさ

れ る （石濱 2001
， 第 3 章）。数千 あ っ た とい うチペ ッ ト各地の寺院の 中か ら 13世が上述の 諸

寺を選 んだ理 由も、それ らが単に伝統あ る歴史的遺産だか らとい うこ とで はな く、今述べ た

よ うな三 法王 に まつ わ る縁起 と無関係で はない と考 えられ る 。

　また 、 カ ン ギ ュ ル 開版の 意図に も三法王が 関係して い た とみ られ る
。

（引用 5）

偉大 な先達 たち と祖孫三 法王が仏の 〔言葉 である〕カ ンギ ュ ル を、金泥や銀泥、朱泥 に

よ り書 い た無限の 〔価値を持つ 〕経が ある
（lo）

。

ナ ム タル の こ の
一節か ら、 カン ギュ ル が三法王 と結び付けて とらえられて い たこ とが わか る 。

3　13 世宗教政策の性質

（1）過 去の踏襲

　仏教振興 をめ ざした 13世に よる施策は、政教の 長 として の 伝統的な役割を果た しなが ら、

サ ン ガや僧侶 の 本来 あ るべ き姿 を求め歴史上の 先達 に倣お うとす る、い わば過 去に範 を求め

るや り方だ っ た 。 これ は決 して 13世代 に特徴的な もの で はな く、 代々 の 為政者が とっ て き

た方法だ っ た 。 しか し、 それ らが
一
定の 成果を収め たか らこ そ 、 13世を偉大 と評価す るひ と

つ の 要因 にな っ た と考え うる。

　 13世が亡命か ら戻 りこ う した政策 を始 めたの は、チ ベ ッ トに とっ て まさに新 たな時代 が

始まろ うとして いた時期で ある 。 清朝 との関係に終止符を打つ こ とで事実上の 「独立」 を果

たす と同時に 、長い 不在期間をへ て よ うや くダ ライ ラ マ の 帰還が 実現 した 。 しか も海外で の

見聞を積ん だ彼の胸中に はチペ ッ トを国際社会に仲間入 りさせ る と同時に、チ ベ ッ トがか っ

て経験 した こ との な い 近代化を行お うとい う抱負が あ っ た。その ような、おそ ら くは新時代

の 始 ま りを感 じ させ る空気の 中で 、 13世が あ くまで過去か ら継承 され た もの を重視する仏

教振興策を行っ た の はなぜ か。た とえ ば新た に寺院を建立 した り、政治や社会面で の 近代化

と足並 みを揃 え、新 しい 時代 に対応 した仏教の 姿 を模索 した り、 ある い は亡命中の見聞で 仏

教が衰 えて い る こ とを知 っ たチベ ッ ト以外の 国や地域に再び教え を広め る とい っ た
、

い わば

「発展型 」 の 政策を と らなか っ た の はなぜ な の か。次 にその 点を考 えて みた い
。

（2）その 要因

　理由の
一

つ として 、 チベ ッ ト内部に改革へ の 指向が なか っ た か、あ っ た と して も非常に 限

定的だ っ た の で は ない か とい う点が考 えられ る。チベ ッ ト人は 自分たちが 守 り奉じ て きた仏
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教 こそイ ン ドか ら直接受 け継 い だ正 しい もの、 とい う自負 を持 っ て い た。仏教 の 正統 な継承

者を自任するそ うした姿勢か らは、今 ある仏教の形式や方法を変 えようとい う自発的か っ 積

極的な必要性は生 まれ に くい だ ろう。チベ ッ トで は前例 を重視す る傾向が あ り、それ も 「新

しさ」 を指向しない 傾向を助長 した の で はな い か と考えられ る 。

　チベ ッ トを と りま く国際環境 に も、 チ ペ ッ トに お け る革新 を促す動 きは見 られ な か っ た 。

中華民国 はか つ て清朝が発 した ダライ ラマ 廃位 の 宣言を撤回し、 チ ベ ッ トが 中国に 属す こ と

を認め るよう求めて きたが 、 国内の混迷に よ りそれ以上積極的 にチベ ッ トに関与 しようとは

しなか っ た （ll＞
。 イ ン ドの宗主 国イギ リス も政府の 方針 と して は 、 1世紀ぶ りに訪れ た ロ シ

ア との 勢力均衡をあえて くずして まで チ ベ ッ トに 関わ ろうと しなか っ た 。 こ うした姿勢 は 、

キ リス ト教や共産主義な どの 勢力や思想活動もチ ベ ッ トか ら遠 ざけ る こ とにな っ た 。

　これ ら 13世 に と っ て の 外的要因の ほか に 、13 世 自身の 立 場に起 因す る要素が 考 えられ

る。13世 は亡 命に よ り長 ら くチ ベ ッ トを不在に する間に、清朝 とい う後ろ盾 を失 っ た 。 清

朝はチ ベ ッ トの
「独立 」 を阻む 存在で ある と同時 に、財政 的支援者に して形式的に は称号や

印璽の 授与者 で もあ っ た 。 13世不在 中に は駐蔵大 臣に よ り、 13世を除 い た チ ベ ッ ト政府新

体制樹立 が 図 られ た こ ともあ っ た。 しか し、チベ ッ ト仏教 が信仰 され る領域 内で ダラ イ ラマ

が 信仰世界の頂 点に立つ とい う理論は 、 少な くともチ ペ ッ トに お い て は効力を失 っ て い な

か っ た 。 それ は彼が 表立 っ た反対を受 ける こ とな く亡命前の 地位に戻っ た こ とか らも明 らか

で あ る 。 よ っ て 13世 として はそ うした理論や構造 をそ の まま利用 し 、 亡 命以前 の秩序 を再

生 ・強化 すれ ばよい の で あ っ て 、 そ こ に 変革 を求め る必要が なか っ たので は ない か と考え ら

れ る 。

　そ の
一方 で実 際に は、13 世の 立場は決 して 安定 した もの で は なか っ た 。 亡命か らの 帰還

に先立 っ て 、 それ までチ ベ ッ トに駐在 して い た清朝 の 大 臣初め 中国人の 官僚や兵士をチベ ッ

トか ら一掃 した もの の 、 国内に は 13世不在 中に 中国に 協力 した チ ペ ッ ト人官僚や僧侶 ら親

中派が い た し、ダライ ラマ 亡命後ラサ に乗 り込 み 、 中国やイギ リス と独 自に 関係 をも とうと

して い た パ ン チ ェ ン ラ マ の 存在 もあ っ た 。 また 、 必ずしもダライラ マ の 意向に従わ ない 僧院

も無視で きない 力を持 っ て い た 。 13世 は こ うした諸勢力 との 均衡 を探 りつ つ
、 近代化 を含

む諸政策を進 めて い っ たの で あ り、 彼が 革新的な宗教政策を行 お うとして も、 支持を期待で

きる強い 基盤 を持 っ て い なか っ た の で は な い だ ろ うか 。 その よ うな状態で は、近 隣地域で の

共産主義の勢力拡大 を懸念 しっ つ も、積極的な対策を講じるこ とが む ずか しか っ たの で は な

い か と考え られ る 。

4　おわ りに

　こ の ように、13世に よる政治 ・社会面の近代化 と仏教振興策 との 間に は 、 当初か ら相容れ

な い 方向性が 内包されて い た 。 近代化 と仏教振興 、 それぞれの 政策が進 め られ そ の成果が 現

れれ ば現れ るほ ど、社会の
一

部に反発が 生 じ、それ が直接 13世の葛藤 に もな っ た と考え ら

れ る。最終的 に 13世は政 治 ・社会面の近代化を中断す る決断を した 。 それ に よ り、 チ ベ ッ
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トを近代社会に押 し上げる原動力 とな りえた はず の諸政策 は 、 成功を見ずに終わ る こ とに

なっ た 。 従来の研 究で は近代化不成功の理由を、守旧派の 僧侶や官僚らの反 対に よるもの と

して い る 。 しか し、それ だ けで は不十分で は ない だろうか 。 ほか で もない 13世 自身にお け

る相克 こそが、もっ とも本質的な原因だ っ た と考え られ る。

　最後に今後の 課題を簡単 に述べ る。本論文で 使用 したナ ム タル を含むダラ イラ マ 13世著

作集 は、ナム タル 以外の 史料 を多 く含 んで い るが 、 今回それ らを活用す る こ とが で きなか っ

た。他者に より編 まれ た伝記に は ない 13世の 肉声に近い もの が 、た とえばチベ ッ ト内外の

人た ちに宛て た書簡や 、
モ ン ラ ム に お ける説法など に 残され て い る こ とも考え られ る 。 決 し

て網羅 的 とは い えない 13 世 著作集の 欠落部分、お よび政治的理由に より史資料 へ の アクセ

ス が 困難な現状を補填す るた め に 、 イン ドで記録され た もの を含め他の言語の史資料を求め

て い く必要が あ る
一方で 、 や は り 13世代の 研 究に こ の 著作集 の 持 つ 役割 の 重要性 は軽視す

べ き で な い と考え る。

　 また 、 本論文 に おい て は 13世代 の み を扱 っ たが、チベ ッ ト史 の 中で
一

点 を浮か び上が ら

せ る た め に は、そこ を よ り長 い 時間の 中に位置づ けて とらえる必要が あ るの は い うまで もな

い
。 それは 歴代の ダラ イラ マ とい う別々 の 人物が 「転生者」 と して っ なが っ て お り、理念上

で は まっ た く別の 存在で はない と い う特徴を持つ た め に 、
い っ そ う重要性を増す。 13世以

前の 時代 を視野に含め る こ とで 、 13世代の 持つ 近代的特質が より鮮 明に 浮かび上が っ て く

る もの と考 える。
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注

（1）発布 の 日付 は Shakabpa（1986，219）に よる。 チベ ッ ト暦に よる と考えられる。　DLI3 の同日お

　　よびその 前後の か所 で は、こ れ に つ い て 触れて い ない 。

（2）
’
jig　lten　gyi　kha皿 s

’dir　phan　bde　ma 　lus　pa　gang　las　byung　ba’i　gzhi　rtsa　rgyal 　ba’i　bstan　pa　rin　po

　　che
’di　nyid 　rnyed 　dang　bkur　sti　bcas　tc　yun　du　gnas　pa　1．a　rag 　las　pas　na》　lha　ldan　ra　sa　

’
phru1　snang

　　dang ！　rgyas 　btab　ra　mo 　che1 　khra　bsam　sogs 　gnas　chen 　khag　dangt　gdan　sa　gsum　sogs 　ris　med 　dge

　　
’dun　gyi　sde 　mchis 　so　cog 　tshang　ma

’i　mchod 　rgyun 　dangだdzin　spras 　la　do　dam　lhod　med 　dgos

　　rgyu1 （Shakabpa　1986，221 ）

　　13 世 ス ン ブ ム に こ れ と同 じ もの は 見出せ なか っ た が
、 DLl3 等をもとに編纂さ れ た と思われ る

　　文史資料に は 5か条が 抄録され て い る （文史資料，217−18）。 また Goldstein（1989）に は抄訳 が

　　掲載 されて い る （Goldstein　1989，60−61）。 なお 、
　 Shakabpaは こ の 5 か条の 布告が チベ ッ トで

　　は 「独立宣言」 とみなされ て い る と述 べ て い る （Shakabpa　1986，
219）。
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（3）lha　ldan　smon 　tshogs　gnyis　su 　grwa　skor 　dam　bca” jog　mi 　sogs 　rab
’byams 　pa

’i　ming 　btags　che

　　　chung 　gang　sprod 　rang 　rang 　gi　slob 　gnyer　legs　nyes 　la　dpags　pa
’i　sprod 　lugs　tshul　bzhin　dgos　tshul

　　　gdan 　sa 　so 　so
’i　bca’

　yig　tu　gsal　yang！bar　lam　rigs 　lung　bzang　zhan 　gyi　stangs
’dzin　med 　par　dga’

　mi

　　　dga
’
thog 　gi　sprod 　bde　byed　pa　sogs 　sgrigs 　lad　chu 　ngan 　lam　shor 　ci　rigs 　shig 　shar 　bar　brten！phyin

　　　chad　de　rigs　rni　chog　pa
’
i　rgyas　bcad　mtha

’
sdom

’thus　nan　bskyangs　thog1　shin　byi　smon 　lam　lha

　　　rams 　pa　rnams 　gong　sa 　skyabs 　mgon 　chen 　po　gang　nyid 　bzhugs　yul　dang　nye 　ba’i　mdun 　sar 　bka・’

　　　
’
gugs　dang

’brel　bka ’　pod　lngar　mkhas 　shing 　byang　chub 　pa
’i　rtsod　dpang　nye 　bar　bzhag　ste　rtsod

　　　rgyugs 　rim　bzhin　bzhes　par　goms　pa　chung 　ba　re　zung 　nas 　brga1　lan　ji　bzhin　ma 　thebs　stabs　gtso　bor

　　　gdan　sa
’i　mtshan 　shas 　dangl　’

chad 　nyan 　la’ang 　rim　lad　yong 　bar　dgongs　lha　rams 　khongs　nas 　phyir

　　　
’then　dangX　ming 　btags　sProd 　mi 　chos 　sde

’i　slob 　dpon 　par　babs　mtShungs 　kyi　bka
’
　nyes 　stsal　te　slan

　　　chad 　sprod 　lugs　kyi　rim　pa　bca
’
　sgrigs　dang　

’

gal　med 　drang　’brel　dgos　rgyu
’i　bka

’
　bsgyur　gnang！

　　　（DL13 ，231b4−232a3）

（4）bar　lam　ches 　sde 　chen 　po　gsum　gyi　nang 　du　spyi 　sger 　bye　brag　med 　par　rtsi　shing 　me 　tog
’debs　spel

　　　dang！rta　drel’bri　mdzo 　nyar 　ba！khyi　dang　byi　Ia　bsten　bskyil／gtsang　sbra
’dzin　spras 　chung 　ba

　　　sogs 　sgdgs 　lad　ngan 　shas 　je
’
phel　gyis

…．（DLI3 ，246a6−b5）

（5）次 に述 べ るカ ン ギュ ル の ほか、プ トゥ ン
・
リン チェ ン トゥ プ全集 28巻 など （Tada　1965，65−66）。

（6）rgyal 　ba　sras　dang 　bcas　pa 　rnams 　kyi　byin　gyi　rlabs　chen 　po
’i　mthu 　dang！mam

’dren　phyag　na

　　　padmo　ngur 　smhg 　gar　gyi　mam 　par　rol　pa　gang　gi　thugs　bskyed
’
jug　pa　rgya 　che 　zhing 〆　gtong　ba

　　　la　mchog 　tu　ma 　zhum 　pa
’i　mthu 　dang1　las　byed　snga 　bar　phyi　gsum 　gyi　thabs　la　mkhas 　pa

’i　spyod

　　　pa　dang1　lhag　pa
’i　bsam　pa　bzang　pOs　las　la　gzhen　bskul　gyi　mngon 　sbyor 　dang　bcas　pa　phun　sum

　　　tshogs　pa
，i　yan　lag　du　ma 　tshogs　pa　la　brten　nas 　lo　bcu　phrag　phyed　gnyis　tsam　gyi　khengs　su　lus

　　　can 　thams　cad 　kyi　gnas　skabs 　dang　mthar 　thug　gi　phan　bde
’i　rtsa　lag　dam　pa　bsod　nams 　kyi　bgo

　　　skal　mthsungs 　pa　med 　par　bde　blag　nyid 　du　grub　b（）／（DL13 ，244a3−5）

（7） 「〔13 世 は〕三 大寺を は じ め とす る各宗派 の すべ て の サ ン ガ の 、各派 の 規律、行動 を正す と と も

　　　に、寺規を定め た」 （Shakabpa　1986，　318）；
「〔13世 は〕公法 に大変配慮 し政治方面全般 と、特

　　　に僧院の 教化、規律を しっ か り管理 して お られ た 」 （Phreng　ring　2000，　173）；
「
三大寺をは じめ

　　　とす る諸寺の規律 を厳正 に す る と と もに、三大寺で の 教育に従前 以上 に 注力 し、罪 ある者は処

　　　罰し 、 功績あ る者には褒賞を行 っ た。そ の た め諸寺の規律お よ び学習の 発展 を促 した 」 （Dung

　　　dkar　2002，69D 。

（8）一
般的な伝承 で は 、トゥル ナ ン は ソ ン ツ ェ ン ガ ン ポ王 の ネパ ール 人妃が将来 した仏像を納め る

　　　寺 として 建立 した とされるが、山 口瑞鳳は この説を とっ て い る （山 口 2004，334）。

（9）チベ ッ ト人が持 つ 国土感に よれ ばチベ ッ トは 魔女 が 仰 臥 した 形 を し て お り、そ れ を 調伏 す る と

　　　い う目的 で 8 つ の 寺が建て られ た。各寺が 魔女 の 体 の 1か所 をおさえ こ む 釘の 役割を果たす と

　　　され る （ス タン 1993，25）。 鎮肢四 寺院 、 再鎮肢四寺院 とい う訳語は石濱 （2001）に よる 。

（10）sngon 　byon　gyi　dam　pa　gong　ma 　mams 　dang！　chos 　rgyal　mes 　dbon　sems 　dpa
’
　chen 　po　rnams 　kyis

　　　rgyal 　ba’i　bka”gyur　ro　cog 　gi　glegs　bam　gser　zhun 　ma 　dangt　dngUl　sogs 　rin　po　che 　dang！mtshal

　　　snag 　gi　ri　mo
’i　larn　du　drangs　pa 皿 tha

’ klas　pa　mchis
…（DL13 ，240a4−5）

（ll）蒋介石や陝甘総督 に よる小規模な使節 の 派遣は数回行われた （劉 1986；　DL13 ．180al−bl）。

一34一

N 工工
一Electronic 　 Library 　


